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水野洋一議員

　
　
　
９
月
定
例
会
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
議
員
５
名
・
10
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
12
日
、
鵜
苫
地
区
の

　
　
　
　「
水
害
」
に
つ
い
て

北
海
道
が
公
表
し
た
、
日
本

 

海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
巨
大

　
地
震
の
被
害
想
定
に
つ
い
て

赤
潮
被
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

６
月

　

６
月
2424
日
開
催
さ
れ
た
赤
潮
被

日
開
催
さ
れ
た
赤
潮
被

害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

委
員
会
か
ら
町
へ
の
提
言
に
対
し

委
員
会
か
ら
町
へ
の
提
言
に
対
し

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

回
答
は
日
高
中
央
漁
協
、
え
り

　

回
答
は
日
高
中
央
漁
協
、
え
り

も
漁
協
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

も
漁
協
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

①
人
工
漁
礁
の
設
置
に
つ
い
て

　

両
漁
協
か
ら
、
泥
場
が
多
く
漁

礁
設
置
は
適
地
が
少
な
い
、
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
漁
場
の
利
用
海

面
が
な
く
な
る
、
他
魚
種
、
漁
場

の
調
整
が
と
れ
な
い
、
冬
島
海
域

は
海
面
が
狭
く
場
所
が
限
定
さ
れ

て
い
る
、
操
業
漁
場
が
な
く
な
る

等
の
理
由
に
よ
り
困
難
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

②
赤
潮
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
要
望

　

両
漁
協
か
ら
、
タ
コ
の
魚
種
追

加
、
ツ
ブ
の
種
苗
生
産
に
お
け
る

資
源
回
復
、
漁
場
環
境
、
被
害
状

況
の
早
期
把
握
等
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
償
還
期
限
の
延
長
や

漁
獲
共
済
に
つ
い
て
は
、
災
害
に

よ
る
特
例
と
し
て
の
免
責
除
外
や

共
済
限
度
額
の
算
定
基
準
の
見
直

し
と
い
う
こ
と
で
、
要
請
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
国
立
公
園
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　

７
月

　

７
月
1212
日
に
開
催
さ
れ
た
日
高

日
に
開
催
さ
れ
た
日
高

山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
国
立
公
園

山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
国
立
公
園

化
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で

化
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で

町
長
か
ら
の
報
告
で
、
６
月
９
日

町
長
か
ら
の
報
告
で
、
６
月
９
日

帯
広
市
役
所
で
環
境
省
中
央
環
境

帯
広
市
役
所
で
環
境
省
中
央
環
境

審
議
会
自
然
環
境
部
会
委
員

審
議
会
自
然
環
境
部
会
委
員
1313
名名

と
日
高
側
７
町
、
十
勝
側
６
市
町

と
日
高
側
７
町
、
十
勝
側
６
市
町

村
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し

村
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し

た
。
席
上
、
奥
田
自
然
環
境
局
長

た
。
席
上
、
奥
田
自
然
環
境
局
長

か
ら
、
地
権
者
の
皆
様
へ
の
説

か
ら
、
地
権
者
の
皆
様
へ
の
説

明
と
協
議
を
丁
寧
に
行
う
考
え

明
と
協
議
を
丁
寧
に
行
う
考
え

で
、
年
内
指
定
で
は
な
く
町
議
会

で
、
年
内
指
定
で
は
な
く
町
議
会

の
特
別
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
と

の
特
別
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
と

協
議
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

協
議
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
多
数
、
少
数

し
た
。
委
員
か
ら
は
多
数
、
少
数

の
意
見
を
ま
と
め
て
町
長
が
判
断

の
意
見
を
ま
と
め
て
町
長
が
判
断

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

９
月

　

９
月
1616
日
の
委
員
会
で
環
境
省

日
の
委
員
会
で
環
境
省

の
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
か
ら

の
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
か
ら

提
出
さ
れ
た
図
面
に
つ
い
て
協
議

提
出
さ
れ
た
図
面
に
つ
い
て
協
議

し
、
委
員
か
ら
地
権
者
に
対
し
て

し
、
委
員
か
ら
地
権
者
に
対
し
て

丁
寧
な
説
明
を
し
て
欲
し
い
、
全

丁
寧
な
説
明
を
し
て
欲
し
い
、
全

員
の
同
意
が
な
い
場
合
は
進
め
な

員
の
同
意
が
な
い
場
合
は
進
め
な

い
考
え
か
と
の
意
見
に
、
町
長
は

い
考
え
か
と
の
意
見
に
、
町
長
は

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
地
権
者

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
地
権
者

か
ら
の
同
意
が
な
け
れ
ば
同
意
し

か
ら
の
同
意
が
な
け
れ
ば
同
意
し

な
い
旨
提
出
し
た
い
と
の
答
弁
が

な
い
旨
提
出
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。　

あ
り
ま
し
た
。　

全
　 

員
　 

協
　 

議
　 

会

　

６
月

　

６
月
2222
日
、
「
国
道
３
３
６
号

日
、
「
国
道
３
３
６
号

の
内
陸
避
難
道
路
早
期
建
設
期
成

の
内
陸
避
難
道
路
早
期
建
設
期
成

会
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
、様
似
町
、

会
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
、様
似
町
、

え
り
も
町
と
も
海
岸
線
に
沿
っ
て

え
り
も
町
と
も
海
岸
線
に
沿
っ
て

走
る
国
道
３
３
６
号
線
が
唯
一
の

走
る
国
道
３
３
６
号
線
が
唯
一
の

単
線
交
通
網
で
、
た
び
た
び
災
害

単
線
交
通
網
で
、
た
び
た
び
災
害

で
通
行
が
途
絶
す
る
た
め
、
様
似

で
通
行
が
途
絶
す
る
た
め
、
様
似

町
及
び
広
尾
町
に
抜
け
る
内
陸
道

町
及
び
広
尾
町
に
抜
け
る
内
陸
道

路
を
早
期
に
建
設
す
る
こ
と
を
目

路
を
早
期
に
建
設
す
る
こ
と
を
目

的
に
進
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

的
に
進
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
日
高
総

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
日
高
総

合
開
発
期
成
会
で
議
論
す
べ
き
、

合
開
発
期
成
会
で
議
論
す
べ
き
、

様
似
町
が
積
極
的
に
動
く
べ
き
等

様
似
町
が
積
極
的
に
動
く
べ
き
等

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

当
日
の
「
水
害
状
況
」
と

　
　
　

当
日
の
「
水
害
状
況
」
と

　
　

対
応
に
つ
い
て
。

　
　

対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　

質
問
に
あ
る
鵜
苫
地
区
の

　
　
　

質
問
に
あ
る
鵜
苫
地
区
の

　
　

場
所
は
、
役
場
か
ら
鵜
苫
地

　
　

場
所
は
、
役
場
か
ら
鵜
苫
地

区
に
向
か
い
鵜
苫
漁
港
入
口
の
約

区
に
向
か
い
鵜
苫
漁
港
入
口
の
約

１
０
０
ｍ
手
前
に
あ
り
ま
す
、
バ

１
０
０
ｍ
手
前
に
あ
り
ま
す
、
バ

ス
停
留
所
鵜
苫
築
港
周
辺
の
旧
Ｊ

ス
停
留
所
鵜
苫
築
港
周
辺
の
旧
Ｊ

Ｒ
日
高
線
側
に
係
る
場
所
で
あ

Ｒ
日
高
線
側
に
係
る
場
所
で
あ

る
。
る
。  

　

当
日
の
水
害
状
況
は
、
８
月
７

　

当
日
の
水
害
状
況
は
、
８
月
７

日
か
ら
８
月

日
か
ら
８
月
1212
日
に
か
け
て
の
大

日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
り
、
鵜
苫
地
区
住
宅
地
の

雨
に
よ
り
、
鵜
苫
地
区
住
宅
地
の

冠
水
、
国
道
へ
の
土
砂
流
出
が
発

冠
水
、
国
道
へ
の
土
砂
流
出
が
発

生
し
た
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

当

生
し
た
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

当

日
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
午
前
９

日
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
午
前
９

時
頃
に
鵜
苫
地
区
住
民
か
ら
「
国

時
頃
に
鵜
苫
地
区
住
民
か
ら
「
国

道
に
沢
水
が
溢
れ
出
し
て
い
る
の

道
に
沢
水
が
溢
れ
出
し
て
い
る
の

で
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
の
電
話

で
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
の
電
話

連
絡
が
あ
り
、
直
ち
に
職
員
２
名

連
絡
が
あ
り
、
直
ち
に
職
員
２
名

で
現
場
状
況
の
確
認
に
向
か
っ

で
現
場
状
況
の
確
認
に
向
か
っ

た
。
現
場
の
住
宅
地
や
国
道
の
状

た
。
現
場
の
住
宅
地
や
国
道
の
状

況
、
周
辺
山
地
斜
面
の
沢
水
の
流

況
、
周
辺
山
地
斜
面
の
沢
水
の
流

れ
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
た
う

れ
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
た
う

え
、
役
場
に
戻
り
保
管
し
て
あ
る

え
、
役
場
に
戻
り
保
管
し
て
あ
る

土
の
う

土
の
う
5555
袋
を
積
み
込
み
運
搬

袋
を
積
み
込
み
運
搬

し
、
鵜
苫
地
区
の
住
宅
地
や
国
道

し
、
鵜
苫
地
区
の
住
宅
地
や
国
道

に
土
砂
流
出
し
な
い
よ
う
、
排
水

に
土
砂
流
出
し
な
い
よ
う
、
排
水

施
設
の
周
辺
に
土
の
う
を
設
置
す

施
設
の
周
辺
に
土
の
う
を
設
置
す

る
対
応
を
し
た
。

る
対
応
を
し
た
。

　
　
　

今
回
の
よ
う
な
状
況
は
初

　
　
　

今
回
の
よ
う
な
状
況
は
初

　
　

め
て
な
の
か
。

　
　

め
て
な
の
か
。

　
　
　

異
常
気
象
の
際
に
、
鵜
苫

　
　
　

異
常
気
象
の
際
に
、
鵜
苫

　
　

地
区
の
排
水
施
設
か
ら
土
砂

　
　

地
区
の
排
水
施
設
か
ら
土
砂

　
　
　

原
因
と
今
後
の
対
策
に
つ

　
　
　

原
因
と
今
後
の
対
策
に
つ

　
　

い
て
。

　
　

い
て
。

　
　
　

今
回
の
水
害
原
因
に
つ
い

　
　
　

今
回
の
水
害
原
因
に
つ
い

　
　

て
は
、
８
月
７
日
の
降
り

　
　

て
は
、
８
月
７
日
の
降
り

始
め
か
ら
８
月

始
め
か
ら
８
月
1212
日
に
か
け
て
、

日
に
か
け
て
、

１
２
７
ミ
リ
の
大
雨
が
降
っ
た
こ

１
２
７
ミ
リ
の
大
雨
が
降
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
鵜
苫
地
区
周
辺
山
地

と
に
よ
り
、
鵜
苫
地
区
周
辺
山
地

斜
面
の
表
面
浸
食
な
ど
に
よ
る
土

斜
面
の
表
面
浸
食
な
ど
に
よ
る
土

砂
が
、
沢
水
に
よ
り
旧
Ｊ
Ｒ
日
高

砂
が
、
沢
水
に
よ
り
旧
Ｊ
Ｒ
日
高

線
の
横
断
側
溝
を
挟
ん
だ
下
流
の

線
の
横
断
側
溝
を
挟
ん
だ
下
流
の

排
水
施
設
に
流
出
さ
れ
、
そ
の
流

排
水
施
設
に
流
出
さ
れ
、
そ
の
流

出
土
砂
が
流
末
の
町
管
理
側
溝
や

出
土
砂
が
流
末
の
町
管
理
側
溝
や

集
水
桝

集
水
桝((

ま
す
ま
す) ) 

、
国
道
管
理
の

、
国
道
管
理
の

路
面
桝
等
に
堆
積
し
た
こ
と
が
原

路
面
桝
等
に
堆
積
し
た
こ
と
が
原

因
で
、
住
宅
地
や
国
道
に
土
砂
流

因
で
、
住
宅
地
や
国
道
に
土
砂
流

出
し
た
も
の
で
あ
る
。

出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
水

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
水

害
原
因
で
あ
る
山
地
斜
面
か
ら
下

害
原
因
で
あ
る
山
地
斜
面
か
ら
下

流
へ
の
土
砂
流
出
を
軽
減
さ
せ
る

流
へ
の
土
砂
流
出
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
、
町
の
応
急
対
策
と
し
て
９

た
め
、
町
の
応
急
対
策
と
し
て
９

月
９
日
と

月
９
日
と
1212
日
に
山
地
斜
面
法
尻

日
に
山
地
斜
面
法
尻

に
素
掘
り
の
土
砂
留
め
桝
お
よ
び

に
素
掘
り
の
土
砂
留
め
桝
お
よ
び

素
掘
り
側
溝
な
ど
の
応
急
対
策
工

素
掘
り
側
溝
な
ど
の
応
急
対
策
工

を
実
施
し
た
。

を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
抜
本
対
策
と
し
て
山
地

　

ま
た
、
抜
本
対
策
と
し
て
山
地

斜
面
か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
止
、

斜
面
か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
止
、

軽
減
す
る
た
め
の
治
山
工
事
を
早

軽
減
す
る
た
め
の
治
山
工
事
を
早

急
に
施
工
し
て
い
た
だ
く
よ
う
北

急
に
施
工
し
て
い
た
だ
く
よ
う
北

海
道
へ
要
望
し
て
い
く
と
と
も

海
道
へ
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
町
の
抜
本
対
策
と
し
て
、
旧

に
、
町
の
抜
本
対
策
と
し
て
、
旧

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
譲
渡
予
定
用
地
に

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
譲
渡
予
定
用
地
に

北
海
道
の
治
山
工
事
に
併
せ
た
土

北
海
道
の
治
山
工
事
に
併
せ
た
土

砂
流
出
防
止
対
策
工
や
排
水
工
整

砂
流
出
防
止
対
策
工
や
排
水
工
整

備
を
進
め
た
い
。

備
を
進
め
た
い
。

　
　
　

北
海
道
が
公
表
し
た
、
日

　
　
　

北
海
道
が
公
表
し
た
、
日

　
　

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
巨

　
　

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
に
よ
る
、
様

大
地
震
の
被
害
想
定
に
よ
る
、
様

似
町
の
被
害
想
定
に
基
づ
い
た
対

似
町
の
被
害
想
定
に
基
づ
い
た
対

応
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

応
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
年
度
末
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
　
　

今
年
度
末
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
　

プ
が
完
成
い
た
し
ま
す
が
、

　
　

プ
が
完
成
い
た
し
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
各
自
治
会
や
町
民
の

そ
れ
ま
で
に
各
自
治
会
や
町
民
の

皆
様
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
対

皆
様
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
対

応
い
た
し
ま
す
。

応
い
た
し
ま
す
。

流
出
し
た
状
況
は
、
平
成

流
出
し
た
状
況
は
、
平
成
2424
年
か
年
か

ら
令
和
３
年
ま
で
の
過
去

ら
令
和
３
年
ま
で
の
過
去
1010
年
間
年
間

で
３
回
発
生
し
て
い
る
。
１
回
目

で
３
回
発
生
し
て
い
る
。
１
回
目

は
、
平
成

は
、
平
成
2525
年
９
月

年
９
月
1616
日
の
台
風

日
の
台
風

1818
号
に
伴
う
豪
雨
。
２
回
目
は
、

号
に
伴
う
豪
雨
。
２
回
目
は
、

平
成
平
成
2828
年
８
月

年
８
月
1717
日
の
台
風
７
号

日
の
台
風
７
号

に
伴
う
豪
雨
。
３
回
目
は
、
平
成

に
伴
う
豪
雨
。
３
回
目
は
、
平
成

3030
年
３
月
９
日
の
豪
雨
に
伴
う
融

年
３
月
９
日
の
豪
雨
に
伴
う
融

雪
の
際
に
、
今
回
の
よ
う
な
状
況

雪
の
際
に
、
今
回
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

　

９
月
16
日
、
様
似
消
防
庁
舎
の

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

国
道
３
３
６
号
の

国
道
３
３
６
号
の

  

内
陸
避
難
道
路
早
期
建
設

内
陸
避
難
道
路
早
期
建
設

　
期
成
会
（
仮
称
）
に
つ
い
て

　
期
成
会
（
仮
称
）
に
つ
い
て

様
似
消
防
庁
舎
の

様
似
消
防
庁
舎
の

　
　
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

　
　
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

　

結
果
は
、
建
物
全
体
の
傾
き
の

確
認
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
Ｉ

ｓ
値
が
判
定
指
標
を
下
回
り
耐
震

性
に
疑
問
が
あ
り
、
現
行
基
準
に

よ
る
改
築
建
て
替
え
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
町
が
予
定
し

て
い
る
西
町
高
台
（
旧
西
町
第
２

団
地
跡
）
を
含
め
、
場
所
、
規
模

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。


